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 地
ち

学
がく

コラム　古
こ

生
せい

代
だい

ペルム紀
き

の植
しょく

物
ぶつ

化
か

石
せき

　◆研
けん

究
きゅう

･ 交
こう

流
りゅう

グループ　小
お

田
だ

島
しま

庸
のり

浩
ひろ

　写
しゃ

真
しん

は、オーストラリアの古
こ

生
せい

代
だい

ペルム紀
き

（二
に

畳
じょう

紀
き

）の地
ち

層
そう

から採
さい

取
しゅ

された、グ
ロッソプテリスという植

しょく

物
ぶつ

の葉
は

の化
か

石
せき

です（写
しゃ

真
しん

の幅
はば

は 15cm）。この標
ひょう

本
ほん

は西
にし

東
とう

京
きょう

市
し

在
ざい

住
じゅう

の戸
と

頃
ころ

主
かず

裕
ひろ

氏
し

より寄
き

贈
ぞう

されたもので、当
とう

館
かん

の展
てん

示
じ

室
しつ

５「地
ち

球
きゅう

の部
へ

屋
や

」で展
てん

示
じ

しています。
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　「ペルム紀
き

の植
しょく

物
ぶつ

地
ち

理
り

区
く

を特
とく

徴
ちょう

づけるグロッソプテリスやギガントプテリス」

　1910 年
ねん

代
だい

に大
たい

陸
りく

移
い

動
どう

説
せつ

を唱
とな

えたのはドイツの地
ち

球
きゅう

物
ぶつ

理
り

学
がく

者
しゃ

ウェゲナーでした。

当
とう

時
じ

多
おお

くの学
がく

者
しゃ

はこの説
せつ

に反
はん

対
たい

でしたが、20世
せい

紀
き

中
なか

ごろから海
かい

底
てい

の地
ち

形
けい

や古
こ

地
ち

磁
じ

気
き

の研
けん

究
きゅう

成
せい

果
か

によって大
たい

陸
りく

移
い

動
どう

説
せつ

は立
りっ

証
しょう

され、現
げん

在
ざい

ではプレートテクトニクス説
せつ

とし

て造
ぞう

山
ざん

運
うん

動
どう

や大
たい

陸
りく

の分
ぶん

裂
れつ

・衝
しょう

突
とつ

といった地
ち

球
きゅう

の表
ひょう

面
めん

の運
うん

動
どう

が説
せつ

明
めい

されるようになり

ました。現
げん

在
ざい

の南
みなみ

アメリカのブラジルおよびアルゼンチン、南
みなみ

アフリカ、インド、オー

ストラリア、南
なん

極
きょく

には古
こ

生
せい

代
だい

石
せき

炭
たん

紀
き

後
こう

期
き

から中
ちゅう

生
せい

代
だい

ジュラ紀
き

（図
ず

1）に陸
りく

上
じょう

で堆
たい

積
せき

した厚
あつ

い地
ち

層
そう

があります。各
かく

地
ち

に共
きょう

通
つう

する動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の化
か

石
せき

が産
さん

出
しゅつ

することから、現
げん

在
ざい

これらの地
ち

域
いき

は海
うみ

で隔
へだ

てられていますが、かつては一
ひと

つの大
おお

きな大
たい

陸
りく

に属
ぞく

していた

と考
かんが

えられます（図
ず

2）。その大
たい

陸
りく

はゴンドワナ大
たい

陸
りく

と名
な

前
まえ

が付
つ

けられました。ゴ

ンドワナ大
たい

陸
りく

の気
き

候
こう

はおおむね温
おん

暖
だん

でしたが一
いち

部
ぶ

に氷
ひょう

河
が

や砂
さ

漠
ばく

があった証
しょう

拠
こ

も残
のこ

っ

ています。ゴンドワナ大
たい

陸
りく

の古
こ

生
せい

代
だい

ペルム紀
き

（二
に

畳
じょう

紀
き

）から中
ちゅう

生
せい

代
だい

三
さん

畳
じょう

紀
き

に繁
はん

栄
えい

し

たシダ植
しょく

物
ぶつ

にグロッソプテリス（学
がく

名
めい

は「舌
した

のような葉
は

」という意
い

味
み

）があります

（図
ず

3）。現
げん

在
ざい

は遠
とお

く離
はな

れている地
ち

層
そう

から発
はっ

見
けん

され、ゴンドワナ植
しょく

物
ぶつ

群
ぐん

と言
い

われてい

ます。グロッソプテリスの産
さん

出
しゅつ

する地
ち

域
いき

は陸
りく

続
つづ

きだったと考
かんが

えられ大
たい

陸
りく

移
い

動
どう

説
せつ

の根
こん

拠
きょ

としてあげられることもありました。グロッソプテリスの化
か

石
せき

はほかの多
おお

くの種
しゅ

類
るい

の植
しょく

物
ぶつ

化
か

石
せき

と一
いっ

緒
しょ

に産
さん

出
しゅつ

しないことから、かなり特
とく

別
べつ

な環
かん

境
きょう

に生
せい

息
そく

したと考
かんが

えら

れています。多
た

摩
ま

六
ろく

都
と

科
か

学
がく

館
かん

の標
ひょう

本
ほん

（P1の写
しゃ

真
しん

）もグロッソプテリスの葉
は

っぱだけ

が集
あつ

まっています。

地
ち

学
がく

講
こう

座
ざ

　大
たい

陸
りく

移
い

動
どう

説
せつ

の根
こん

拠
きょ

となった植
しょく

物
ぶつ

化
か

石
せき

  ◆特
とく

別
べつ

研
けん

究
きゅう

員
いん

　猪
い

郷
ごう

久
ひさ

治
はる

▲図
ず
2：ゴンドワナ大

たい
陸
りく
でのグロッソプテリスの予

よ
想
そう
分
ぶん
布
ぷ
図
ず

（USGSの図
ず
をもとに作

さく
成
せい
）

▲図
ず
1：古

こ
生
せい
代
だい
～中

ちゅう
生
せい
代
だい
の地

ち
質
しつ
年
ねん
代
だい
表
ひょう

2023 年 3 月 31 日
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　古
こ

生
せい

代
だい

末
まつ

の植
しょく

物
ぶつ

化
か

石
せき

は、いくつかの植
しょく

物
ぶつ

群
ぐん

（植
しょく

物
ぶつ

地
ち

理
り

区
く

）に分
ぶん

類
るい

されています。

ゴンドワナ大
たい

陸
りく

にグロッソプテリスが繁
はん

栄
えい

したころシベリアからウラル山
さん

脈
みゃく

西
せい

部
ぶ

の

広
ひろ

い地
ち

域
いき

にはコルダイテス（図
ず

4）とその仲
なか

間
ま

が繁
はん

栄
えい

していました。これらの植
しょく

物
ぶつ

化
か

石
せき

群
ぐん

はアンガラ植
しょく

物
ぶつ

群
ぐん

と呼
よ

ばれています。また、中
ちゅう

国
ごく

の山
さん

西
せい

省
しょう

および東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

、

韓
かん

国
こく

、日
に

本
ほん

のペルム紀
き

（二
に

畳
じょう

紀
き

）の地
ち

層
そう

からギガントプテリス（図
ず

5）が産
さん

します。

これらはカタイシア植
しょく

物
ぶつ

群
ぐん

と呼
よ

ばれています。それぞれの植
しょく

物
ぶつ

群
ぐん

を含
ふく

む地
ち

層
そう

が発
はっ

達
たつ

する地
ち

域
いき

は、アンガラ植
しょく

物
ぶつ

界
かい

、カタイシア植
しょく

物
ぶつ

界
かい

と呼
よ

ばれています。

▲図
ず
3：グロッソプテリスのイメージ（「化

か
石
せき
の手

て
帖
ちょう
」より）

▲図
ず
4：コルダイテスのイメージ

（「絵
え
でわかる古

こ
生
せい
物
ぶつ
学
がく
」より）

図
ず
5：ギガントプテリスのイメージ▶
（「絵

え
でわかる古

こ
生
せい
物
ぶつ
学
がく
」より）
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 教
きょう

室
しつ

等
と う

開
か い

催
さ い

報
ほ う

告
こ く

・2022 年
ねん

4 月
がつ

23 日
にち

（土
ど

）、11 月
がつ

5 日
か

（土
ど

）　川
かわ

砂
ずな

から鉱
こう

物
ぶつ

発
はっ

見
けん

～御
み

岳
たけ

渓
けい

谷
こく

の川
かわら

原で観
かん

察
さつ

しよう～

御
み

岳
たけ

渓
けい

谷
こく

の川
かわら

原の砂
すな

から、比
ひ

重
じゅう

の重
おも

い鉱
こう

物
ぶつ

を洗
あら

い出
だ

しました。３mm程
てい

度
ど

の大
おお

きめの砂
さ

金
きん

を発
はっ

見
けん

することができた参
さん

加
か

者
しゃ

もいました。

・2022 年
ねん

5 月
がつ

14 日
か

（土
ど

）、15 日
にち

（日
にち

）　鉱
こう

物
ぶつ

で万
まん

華
げ

鏡
きょう

をつくろう

鉱
こう

物
ぶつ

の定
てい

義
ぎ

などについてお話
はなし

したあと、オブジェクトに 10種
しゅ

類
るい

の鉱
こう

物
ぶつ

のさざれを使
つか

った万
まん

華
げ

鏡
きょう

を作
さく

製
せい

しました。

・2022 年
ねん

6 月
がつ

18 日
にち

（土
ど

）、19 日
にち

（日
にち

）　富
ふ

士
じ

山
さん

のかんたん立
りっ

体
たい

地
ち

形
けい

模
も

型
けい

を作
つく

ろう！

お弁
べん

当
とう

パックの透
とう

明
めい

な蓋
ふた

に地
ち

形
けい

図
ず

の等
とう

高
こう

線
せん

を高
たか

さごとに写
うつ

し取
と

り、立
りっ

体
たい

的
てき

な富
ふ

士
じ

山
さん

の地
ち

形
けい

模
も

型
けい

を作
さく

製
せい

しました。

・2022 年
ねん

7 月
がつ

30 日
にち

（土
ど

）　南
なん

極
きょく

・昭
しょう

和
わ

基
き

地
ち

ツアー！～国
こく

立
りつ

極
きょく

地
ち

研
けん

究
きゅう

所
じょ

南
なん

極
きょく

・北
ほっ

極
きょく

科
か

学
がく

館
かん

連
れん

携
けい

機
き

関
かん

へ生
なま

中
ちゅう

継
けい

　2022 ～

多
た

摩
ま

六
ろく

都
と

科
か

学
がく

館
かん

を含
ふく

む全
ぜん

国
こく

13 か所
しょ

の科
か

学
がく

館
かん

や博
はく

物
ぶつ

館
かん

と、南
なん

極
きょく

の昭
しょう

和
わ

基
き

地
ち

がオンラインで繋
つな

がりました。現
げん

地
ち

で活
かつ

動
どう

中
ちゅう

の

第
だい

63 次
じ

南
なん

極
きょく

観
かん

測
そく

隊
たい

の越
えっ

冬
とう

隊
たい

員
いん

に、基
き

地
ち

の内
ない

部
ぶ

や現
げん

地
ち

での活
かつ

動
どう

を紹
しょう

介
かい

していただきました。（※主
しゅ

催
さい

：国
こく

立
りつ

極
きょく

地
ち

研
けん

究
きゅう

所
じょ

）

・2022 年
ねん

8 月
がつ

11 日
にち

（木
もく

祝
しゅく

）　鉱
こう

物
ぶつ

ペンダントづくり

身
み

に着
つ

けられる鉱
こう

物
ぶつ

標
ひょう

本
ほん

として石
せき

英
えい

のビーズをペンダントにしました。

・2022 年
ねん

8 月
がつ

23 日
にち

（火
か

）　博
はく

物
ぶつ

館
かん

実
じっ

習
しゅう

地
ち

学
がく

野
や

外
がい

実
じっ

習
しゅう

青
お

梅
うめ

市
し

御
み

岳
たけ

交
こう

流
りゅう

センターにて、地
ち

学
がく

系
けい

学
がく

芸
げい

員
いん

のフィールドワークに必
ひつ

要
よう

な、地
ち

学
がく

基
き

礎
そ

の講
こう

義
ぎ

を行
おこな

ったあと、多
た

摩
ま

川
がわ

の川
かわら

原

で野
や

外
がい

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

いました。実
じっ

習
しゅう

生
せい

は川
かわら

原のれきや露
ろ

頭
とう

の観
かん

察
さつ

、川
かわ

砂
ずな

の鉱
こう

物
ぶつ

採
さい

集
しゅう

を体
たい

験
けん

しました。

・2022 年
ねん

8 月
がつ

29 日
にち

（月
げつ

）　野
や

外
がい

教
きょう

員
いん

研
けん

修
しゅう

青
お

梅
うめ

市
し

御
み

岳
たけ

交
こう

流
りゅう

センターにて、地
ち

学
がく

基
き

礎
そ

の講
こう

義
ぎ

を行
おこな

ったあと、多
た

摩
ま

川
がわ

の川
かわら

原で野
や

外
がい

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

いました。野
や

外
がい

では川
かわら

原のれ

きの観
かん

察
さつ

や、川
かわ

砂
ずな

の鉱
こう

物
ぶつ

採
さい

集
しゅう

を行
おこな

いました。

・2022 年
ねん

9 月
がつ

19 日
にち

（月
げつ

祝
しゅく

）、10 月
がつ

29 日
にち

（土
ど

）　大
おとな

人のための地
ち

球
きゅう

科
か

学
がく

入
にゅう

門
もん

武
むさし

蔵野
の

台
だい

地
ち

の形
けい

成
せい

史
し

についてお話
はなし

しました。身
み

近
ぢか

な場
ば

所
しょ

で見
み

られる地
ち

形
けい

と、地
ち

球
きゅう

の運
うん

動
どう

のつながりを考
かんが

えるきっかけと

なったようです。

・2022 年
ねん

10 月
がつ

8 日
か

（土
ど

）～ 11 月
がつ

3 日
か

（木
もく

祝
しゅく

）　秋
あき

の企
き

画
かく

展
てん

「47 都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の石
いし

Ⅱ －もっと『県
けん

の石
いし

』を見
み

てみよう－」

2021 年
ねん

に開
かい

催
さい

した春
はる

の特
とく

別
べつ

企
き

画
かく

展
てん

「47 都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の石
いし

」から標
ひょう

本
ほん

数
すう

を増
ふ

やし、内
ない

容
よう

をバージョンアップして再
ふたた

び日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

の石
いし

を展
てん

示
じ

しました。

・2022 年
ねん

12 月
がつ

11 日
にち

（日
にち

）　クリスマスレクチャー　実
じっ

験
けん

で鉱
こう

物
ぶつ

・宝
ほう

石
せき

の性
せい

質
しつ

をしらべよう

鉱
こう

物
ぶつ

の硬
かた

さを比
くら

べる実
じっ

験
けん

や、紫
し

外
がい

線
せん

ライトで蛍
けい

光
こう

する宝
ほう

石
せき

の観
かん

察
さつ

など、実
じつ

物
ぶつ

を使
つか

った観
かん

察
さつ

や実
じっ

験
けん

をしながら、鉱
こう

物
ぶつ

や宝
ほう

石
せき

の性
せい

質
しつ

について学
まな

びました。当
とう

館
かん

ボランティアスタッフの中
なか

島
じま

美
み

奈
な

子
こ

氏
し

に登
とう

壇
だん

していただき、誕
たん

生
じょう

石
せき

についてお話
はなし

してい

ただきました。

・2023 年
ねん

2 月
がつ

5 日
か

（日
にち

）　地
ち

球
きゅう

の小
ちい

さな実
じつ

物
ぶつ

標
ひょう

本
ほん

箱
ばこ

をつくろう

地
ち

球
きゅう

の成
な

り立
た

ちについてのお話
はなし

をしたあと、岩
がん

石
せき

や鉱
こう

物
ぶつ

の小
ちい

さな標
ひょう

本
ほん

を使
つか

って、地
ち

球
きゅう

の内
ない

部
ぶ

構
こう

造
ぞう

の実
じつ

物
ぶつ

標
ひょう

本
ほん

箱
ばこ

を作
さく

製
せい

しま

した。

 編
へん

集
しゅう

後
こ う

記
き

　2020 年
ねん

以
い

降
こう

の感
かん

染
せん

症
しょう

の拡
かく

大
だい

により、多
おお

くのプログラムを中
ちゅう

止
し

したりオンライン形
けい

式
しき

で実
じっ

施
し

したりしてきましたが、昨
さっ

今
こん

では感
かん

染
せん

対
たい

策
さく

をすることで対
たい

面
めん

形
けい

式
しき

にてプログラムを実
じっ

施
し

できるようになっています。2022 年
ねん

度
ど

は近
きん

隣
りん

の小
しょう

学
がっ

校
こう

や公
こう

民
みん

館
かん

で特
とく

別
べつ

授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

ったり、オンライン形
けい

式
しき

のプログラムを対
たい

面
めん

形
けい

式
しき

に戻
もど

したりすることができました。引
ひ

き続
つづ

き、世
よ

の

中
なか

の状
じょう

況
きょう

変
へん

化
か

に対
たい

して柔
じゅう

軟
なん

に対
たい

策
さく

を講
こう

じつつ活
かつ

動
どう

を継
けい

続
ぞく

する所
しょ

存
ぞん

です。

2023 年 3 月 31 日多摩六都科学館
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